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「まなぶ・かかわる・つくりだす:フィールドワークの現場からみえてくる世界」

「フィ-)レドワークJして学ぶ
ボランティアとしてのかかわり調査者としてのかかわり

ご紹介にあずかりました西崎です。 よろしくお

願いいたします。

今日の第2部パネルデ、イスカッションは.rフィ

ールドワークの現場からみえてくる世界J とし、う

テーマです。一口にフィールドワークといっても，

フィールドワークをする人の立場や目的によって

大きく変わります。 この発表では， 私自身がアフ

リカに赴いて， 初めてフィールドワークをおこな

ったボランティアとしてのかかわり， そして調査

者としてかかわり始めたフィールドワーク初期の

経験を中心にお話ししたいと思います。「まなぷ・

かかわる・っくりだすJ という今日のトピックの
中で. r現場lこ学ぶJ が私の話の中心になります。

アフリカにおける初めてのフィールドワークは，

今から7 年前に青 年海外協力隊の隊員として

1996 年から2 年間アフリカに行ったときでした。

その後京都大学のアジア・アフリカ地域研究研究

科に入学し， 大学院生としてフィールドワークを

おこない， 現在も毎 年アフリカに行き続けていま

す。 この2 回のフィールドワークには， rアフリカ

の人々の生活を理解する」という漠然とした共通

の目的があって， これをフィールドワークという

共通の方法で実現しようとしました。 しかし， こ

の二つのフィールドワークをおこなうなかで.r地

域のこと， 人びとのことがわかっているJ.という

私自身の実感は大きく異なっていました。 なぜ，

このような違いが生じたのかを， 当時のフィール

ドワークの方法を振り返りながら， 見ていきたい

と思います。

自然保護区で協力隊員としてはたらく

さて，フィールドワークを どのようにしたのか，

という前に， どこで何をしていたか， ということ

西崎伸子

に， 最初少しふれたいと思います。 私が協力隊の

隊員として赴任したのは， 東アフリカのエチオピ

アという国です。 協力隊には， 数十種類の職種が

あり， 自分の得意とする分野で， 日本で試験を受

け， その職種で海外に派遣されます。 私の場合，

当時生態学， 現在の環境教育としづ職種で派遣さ

れました。 赴任したのは， エチオピアの野生動物

保護局というところで， 国立公園な ど， 国内の自

然保護区を管理する部署です。

エチオピアには， いくつかの自然保護区がある

のですが， 私は赴任半年後に， センケレ自然保護

区に仕事場が決まりました。 センケレ自然保護区

は， 首都アジスアベノ《から350キロほ ど南下した

ところに位置する， 非常に小さな自然保護区で，

ウシ科でアンテロープの一種のスウェニーズ・ハ

ーテピースト(swayne's hartebeest)とし、う野生動物

がし、ます。 これは， エチオピアの固有種で， かつ

ては圏内に広く分布していたのですが， 生息域の

縮小な どによって， 現在このセンケレ自然保護区

にしかいない固有種となり， 絶滅危倶種に指定さ

れています。

地域の人々を考慮した自然保護

なぜ自然保護区で働くことがアフリカで求めら

れているかの背景を少し説明します。 アフリカに

おいて， 自然保護区がつくられたのは植民地時代

だといわれています。 エチオピアでは，1960 年代

に本格的に自然保護区がつくられ始めました。 そ

のおもな方法は囲い込みです。 野生動物が豊富に

いる地域を聞い込むといっても， もちろん広大な

土地にフェンスをすることはできません。 境界線

をヲ|し、て自然保護区内に管理事務所を置き， パト

ロールな どをして人が入ってこないように管理を
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す る の が お も な方法です。 し か し ， 自 然保護区が

つ く ら れた 多 く の地域には， も と も と そ の地域の

人 び と が生活を し て い ま し た。 人 び と は， 自 然保

護区が つ く ら れ る 以前は， 家 を建て る た めに木 を

切 っ た り ， 調理 をする た め の燃料木 を と っ て き た

り ， ウ シ の放牧 を お こ な っ た り し て いた のですが，

こ うい っ た 活動が何 ら 代替案を 与 え ら れな い ま ま ，

囲 い込みに よ っ て すべて禁止 さ れ ま し た。

こ の よ うな野生動物保護 を優先 し た政策 は， 人

び と の 不満や怒 り を招き ま し た。 人 び と は禁止 さ

れ た と い っ て も ， 日 常的に こ の よ うな 自 然資源に

依 存 し て暮 ら すわ け ですか ら ， さ ま ざ ま な 自 然資

源を め ぐ る 競合がお こ り ， 自 然保護区の管理者 と

地域住民の聞に激 し い対立 を 生む こ と と な っ たの

です。

そ こ で ， 協力隊隊員の と き も ， 大学院生の と き

も J 自 然保護区 と 周辺住民の問の対立 を解決す る
た めには どう し た ら い いの だろうかJ と いうこ と

が ， フ ィ ール ド ワ ー ク をす る と き の 中 心のテーマ

と な り ま し た。 私が 初 め て ア フ リ カ にい っ たのは，

1 996 年ですが ， 70 年代前後 か ら いわゆ る ト ッ プ ダ

ウ ン型の 「 開発援助J が批判 さ れ る よ うに な り ，

住 民参 加や住民主体な ど の キ ー ワ ー ド と と も に ，

よ り 地域の人び と のニ ー ズを考慮、 し た 開発援助 の

あ り 方が模索 さ れ始め ま し た。 野生動物保護フ。 ロ

ジ ェ ク ト を 考 え る 場合 で も ， こ れま での よ うに野

生動物 さ え保護 で き ればいい と い っ た 考 え方で、は

な く ， 地域の人び と の こ と も 考慮、 し た野生動物保

護 の あ り 方が模索 さ れ 出 し て い た のです。 従来，

野生動物保護プ ロ ジ ェ ク ト の 立案は， 生態学者な

ど いわ ゆ る 動植物の保全を専門に考 え る 人び と が

そ の計画 ・ 実施 に大 き く かかわ っ て い ま し たが，

人 類学や社会学な ど， 人間の暮 ら しに焦点 をあて

た研究が強 く 求め ら れ る よ うに な っ た わ け で、す。

アンケート調査

さ て ， こ の よ うな理 由 か ら フ ィ ール ド ワ ー ク を

始め ま し た が， 今思し 、かえす と 協力隊時代 は， ア

フ リ カ での 初め て の フ ィ ール ド ワ ー ク と いうこ と

も あ っ て ， 住民 と どの よ う に接点をつ く っ て いい

のかが， ま っ た く 分か つ て い ま せんで し た。 周辺

住 民 を 対象 と し た フ ィ ール ド ワ ー ク を し よ う と し

て い る のですか ら ， 村に住み こ みなが ら フ ィ ール

ド ワ ー ク を す る こ と が必要 と な り ま す。 し か し ，

当 時の公園事務所長やその他の エ リ ー ト 役人に，
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公園ス タ ッ フ が周辺村に住む と いう発想は ま っ た

く あ り ま せんで し た。 そ れ も そ の はず です。 自 然

保護区を き ち ん と 管理す る に は， 公園ス タ ッ フ と

村人が仲良 く な る と いう こ と は御法度 と さ れて い

ま し た。 違法行為を見逃す と い っ た こ と を防 ぐ た

め に， 自 然保護区 と 周辺住 民 と は， 切 り 離 し て 存
在する こ と が 基本 方針だ、っ た か ら です。 ですか ら ，

私は， 滞在期間すべて 自 然保護区内の住居兼公園

事務所に住み， こ こ を 拠点 に周辺の村 に 出 かけ ま

し た。 村ま では近い と こ ろ で歩 い て 1 0 キ ロ で し た。

こ の周辺ではパ ス な どの移動手段 も な く ， 人々 は

近隣の町ま で何 キ ロ も 歩 い て移動 し ま す。 一方で

公園ス タ ッ フ は 車にの っ て移動す る の がふつうで

す。 私の場合， こ の地域に初 め て き た 外国人 と い

う こ と も あ っ て ， 公園を パ ト ロ ールす る 銃を携帯

し た ス カ ウ ト と 常に一緒に行動 し， 車 で村lこ乗 り

つ け ， そ こ で村人を数人呼びだ し ， ア ン ケ ー ト に

答えて も ら う と いう こ と を繰 り 返 し ま し た。

ア ン ケー 卜 調査では， 薪を と り にし 、 く 場所， 水

を汲む場所， 放牧の場所を聞き ま し た。 ア ンケ ー

ト 調査 を し た と き の村人の 答え は， 薪は森に取 り

に行 く ， 水 は井戸ま で ロ パでい く ， と い っ た決 ま

り き っ た回 答で し た。 そ し て予想 し た よ うに ， 保

護区内で、木 を 切 っ て は い な い し ， ウ シ も 放牧 し て

いない と いう答えが返っ て き ま し た。 村人 は一見

従順で親 切 な 人 ばか り で し たが ， 決 し て 本音は話

さ な い ， と いう闘い決意の よ うな も の を感じま し

た。 私が期待 し て い た よ うな， 村人か ら の 「家に

こ な いかJ と か 「食事 を 一緒に どうぞJ と い っ た

誘いはほ と ん ど な く ， ア ン ケ ー ト が終 わ る と 保護

区内の事務所に帰 る 毎 日 を繰 り 返 し て い ま し た。

環境教育と改良かまど

ア ン ケー ト 調査 を い く ら 繰 り 返 し て も 村人の本

音 は 見 えず， 一 方で村人 は 自 然保護区内で放牧 を

し ， 木 を切 り 続 け て い る と いう光景を ま の あ た り

に し て ， 協 力 隊の任期が終わ る 直前に公園ス タ ッ

フ と と も に， 環境教育 と 改良か ま どの 普及活動 を

お こ なう こ と に し ま し た。 環境教育はお も に近 く

の 小学校の 生徒を対象にお こ な い ま し た。 学校の

先 生に講師にな っ て も ら い ， 公園か ら も ち こ ん だ

テ レ ビで， ケ ニ アや タ ンザニ ア の国 立公園の映像

を 見せ て ， 里子生動物保護の重要性 を 訴 え た の です。

小学生の反応は良 く ， こ の授業 は ， い つ も 学校 中

の 子 供た ち が 集 ま る 大盛況 の授業 と な り ま し た
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写真1 侵梁風景

写rt2 改良かまど

(ワ以1)。 しかし冷仰に吟えると， 子供たちはテ

レヒ‘に興味があったのです。'，'[]:気がなし、十lでテレ

ビはJtしく， テレビをよよるとし、うこと自I�，が非IJ

it的な山来'11だったのです。 tE7.校の先生や公悶ス

タップは， Jliをからしながら釘:，t-=刷物I��識がし、か

に大。lí:か，ということを教えようとするのですが，

とーの.f'U.ûイ1-，わったのかは疑問です。 生徒だけでな

く， 大人にもこのような卜|決会をしましたが， 子

供たちと})lJ�;は1，;1じでした。

もう -つ試みたことが改良かまど (写点2)の持

及です。ふだん，久性は二つの1:総を3点におき，

その|てlこ，VMI:H �:� JJ..をのせて調)'111をします(7j"..Q 3)。

燃料となる本は， 1)刊し、た_:_}Jの入り口から人れま

す。 . )j， 改良かまど‘はあ'j 1てを合む上で被いをし

て， 熱効ギをよくしようとしたものです。 このと

きすでに(11)では， 改良かまどが作及し始めていま

した。本iでもこのようなかまどが必及すれば， 森

林伐採が少し緩和されるのでは， という公間スタ

ッフ .I，;Jの先忽があったとともに， アンケート調

:ti.で， 1，i近燃料となる木をとる森林が近くになく

なって閑っているというやj人の話をIlfl�、ていたの

で，本j人のニーズにも介っていると判断したので

す。 大半の村人はイスラム教徒で， ktl:はなかな

写真3 調理のようす

か外にけiてきてくれないのですが， ktl:ばかりを

集めて改良かまどづくりの誠官会を何度かIJfjきま

した。 このとき， ある女性が「かまどの作り)7な

んて， 教えてもらわなくても知っているわjとJ

いました。 そのときは， なぜこのム判:が改良かま

どを作らないのかをg洋しく聞かなかったのですが，

そのことが尖感となって分かったのは， 大'ア:1淀'1て

になってPTびこの地域でフィーノレドワークを始め

てからでした。

村に住む

大学院�Icのときのフィールドワークでは， J'I然

保誕区内ではなく村人のみ・にLlむという決U.をし

ていました。 それは， 結}，，)協力隊のときにおこな

ったフィールドワークのやり)Jでは， �・i人が「ど

のような生所をしているのか」が分からなかった

からです。 協力|琢のときに知り介った村人の家に

出向いて， いきなり「今IJからー紺に(l:むけど，

いいですか?JとIJflくと， あっさりと01くしても

らい，本jで11::むという念願がかないました。

女の人と食事の�ll'ÍJIIiを一紺にしたり， YJの人の

jtL作業についていったり， ー祁にごはんを食べる

といった， 一桁に必らしているのなら判たりlì1ïの

ことから始めました。 そうすることで， 徐々に村

人がし、かに自然資源に依仔しながら作らしている

か， ということが実感として分かるようになりま

した。 一例をあげるなら， さきほど述べた改良か

まどをムー性がつくらない旦11山は燃料木の不足にあ

るのではなく，イ支が定ル、ということだったのです。

IIlTの家では，調理場と組る場所は別です。しかし，

村では調理場と絞る場所は ー紡で， この地域は仮

問非常に寒くなるのですが， 調旦Hをしたあとの出

もりで一気に住つくことができるのです。

改良かまどのように縦いをしてしまうと，家の
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中が十分に暖まりません。 この地域は病院やクリ

ニックがないため， 赤ちゃんが風邪を引くと， 日

本では考えられないくらいに， すぐに死んでしま

います。 家を温かくしておくことは， 女性にとっ

て とても大事な仕事だ‘ったのです。

このようなことは， 一晩村で寝れば分かること

でした。 さらに， 保護区で働いていたときには，

村人が燃料のために森林を伐採していることや放

牧していることを非難していたのですが， よく観

察していると彼らは農作物の残津を利用したり，

家をたてる建材を植林したりするといった， さま

ざまな工夫をしていました。 それでも足りない時

期に， 自然保護区内の木を切っていたのです。 彼

らを教育して野生動物保護の大切さを教えたり，
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新しい技術を導入したりする前に， 彼らの営みを

理解し， 支援することこそ大切である， というこ

とが分かつたのです。

もちろん， 何度同じ場所でフィールドワークを

しても，新たな発見が常にあって，多分，一生『こ

れですべて分かったJという実感はもてないよう

な気がします。援助する側だから，専門家だから，

何でも知っているということではなく， 外部者で

あることを自覚しながら 「フィールドワークをし

て学ぶJとし寸姿勢を常に持ち続けることが必要

で， この「学ぶ」としづ姿勢が次の「かかわるJ rっ

くりだすJということに影響していくのではない

か， と考えています。

(にしざき・のぶこ/福島大学・元JOCV隊員)


